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目的　40年にわたり統合保育を実施している保育専門職に対しグループインタビューを行い，質の
高い統合保育とインクルーシブ教育の推進要因を明らかにすることを目的とした。

方法　障害児を積極的に受け入れている認可保育園の専門職に対してフォーカス・グループインタ
ビューを実施した。対象は 8 名（男性 4 名，女性 4 名），社会福祉法人理事長，保育園の園長，
主任クラスの保育専門職者，障害者の共同生活介護事業管理者であった。内容は，統合保育の
原点と展開についてであった。グループインタビューから得られた結果をカテゴリー化し，質
の高い統合保育を展開するための要因を抽出し分析した。

結果　質の高い統合保育の推進要因を「個の領域」「相互の領域」「地域システムの領域」の 3領域
に分類した。具体的な要因としては「共感性の獲得」「表現力の獲得」「自己効力感の獲得」
「仲間同士のかかわり」「保育士のかかわり」「地域社会とのかかわり」「社会ニーズへの先見
性」の 6点であった。

結論　質の高い統合保育とは，仲間同士や保育士とのかかわりを通し子どもの社会性の育みを促進
する保育である。インクルーシブ教育の推進には社会ニーズへの先見性，養育者にとどまらず
地域住民を巻き込み地域の活性化に貢献するコミュニティ・エンパワメントの必要性が示唆さ
れた。

キーワード　コミュニティ・エンパワメント，フォーカス・グループインタビュー，保育専門職，
子育て支援，統合保育

Ⅰ　緒　　　言

　学童期，思春期における「キレる」「パニッ
クになる」など衝動行動や不登校，引きこもり
など社会不適応等の増加に伴い，少子化時代の
子どもの社会性の育ちへの関心が高まっている。
また，「落ち着きがない」「過敏である」「こだ
わりが強い」「対人関係がぎこちない」など，
いわゆる気になる子どもの増加が指摘されてい
る。子育て支援機関では，障害の診断はないが
気になる行動を示す子どもやその養育者に対し，

どのように接してよいかわからず不安を抱いて
いる保育士が多い1）‒3）。その一方で，幼稚園や
保育所入園後に障害の診断がついた場合， 8割
の園が保育を継続しており4），支援技術の取得
は喫緊の課題である。
　障害のある者もない者も一緒に学ぶ学校教育
を通じて，障害者に対する社会的差別の解消を
目指す5）インクルーシブ教育は，国際的潮流で
ある。インクルーシブ教育は，すべての子ども
が地域社会で共に学び，生活することを目標と
している。日本においては，2007年に特殊教育
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から特別支援教育に移行した。知的能力の高い
発達障害児を支援対象とするとともに，障害児
が教育を受ける場がさらに拡大した6）。特別支
援教育の潮流は就学児童にとどまらず，就学前
の子どもの教育や保育に波及しており，特別な
支援を必要とする子どもへの質の高い保育がこ
れまで以上に求められている。
　障害児の保育形態7）には，障害児のみの分離
保育，障害児通園施設と保育園や幼稚園児とが
一時的に交流する交流保育，障害を持たない幼
児集団と障害児を一緒に保育する統合保育があ
る。保育士への質問紙調査から障害のない子ど
もへの思いやりの心や社会能力の発達にプラス
に働く8），保育士自身の成長，感動がある9）な
どの効果が報告されている。一方，統合保育を
実施していれば，障害理解が自然に進むという
考えは間違いである，とした報告がある。特に，
見た目に障害がわからない発達障害児の障害理
解を促進するためには，定型発達児やその養育
者へのかかわり方が重要10）11）と課題が指摘され
ている。障害の種別，重症度，受け入れる障害
児の割合，保育の質は一様ではなく，質の高い
統合保育の実現に向け確立された方法論は見当
たらない。
　保育園を対象とした大規模コホート調査では，
質の高い保育と養育者支援により，家庭におけ
る子どもへの適切なかかわりや養育者の育児へ
の自信につながり，子どもの経年的な発達や健
康状態を良好にするとともに問題行動の減少を
明らかにしている12）‒15）。
　そこで本研究は，本来のインクルーシブ教育
の理念に基づく統合保育に40年の実績を持つ施
設における保育専門職に対して，フォーカス・
グループインタビューを実施した。質の高い統
合保育を実現し，インクルーシブ教育を推進さ
せるために必要な要因を明らかにすることを目
的とした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象者
　対象は，障害児を積極的に受け入れ統合保育

を40年間継続している認可保育園の保育専門職
等 8名（男性 4名，女性 4名）である。社会福
祉法人の理事長，系列保育園の園長，主任保育
士，障害者の共同生活介護事業管理者など，統
合保育に精通している管理者に抽出を依頼した。

（ 2）　調査方法
　調査場所は静かな個室とし，参加者の承諾を
得てICレコーダーとビデオを設置し記録した。
情報を抜け漏れなく整理するため，観察者は目
立たない場所でグループインタビューの様子を
観察し記録した。所要時間は 1時間30分とし，
参加者の話しやすい雰囲気づくりのためお茶を
用意するなどの工夫をした。調査内容は，統合
保育に携わる契機，統合保育の実際とその良さ，
困難点，質の高い統合保育の展開についてで
あった。

（ 3）　分析方法
　ICレコーダーに録音された記録から正確な
逐語録を作成した。観察記録による参加者の反
応を加味し，複数の分析者で確認しながらテー
マに照合して重要な言葉（重要アイテム）を抽
出した。抽出した重要アイテムについて，個人，
相互，地域の関係が明確なシステム構造分析を
用い，類型化（重要カテゴリーの抽出）した。
重要アイテムの類型化，抽出したサブカテゴ
リー，重要カテゴリーについては，グループイ
ンタビューに精通した専門家のスーパーバイズ
を受けた。

（ 4）　倫理的配慮
　対象者には事前に，研究目的，方法，名前が
外部に出ないこと，インタビューに参加したこ
とでいかなる不利益も受けないことを説明し，
インタビュー参加への同意を得た。ICレコー
ダーおよびビデオカメラによる記録は，理由を
説明し承諾を得た上で実施し，鍵つきのケース
に保管した。なお本研究は，筑波大学倫理審査
委員会の承認（課題番号455号大規模コホート
調査に基づく気になる子どもへの早期支援プロ
グラムの開発研究）を得て実施している。



―　 ―18

第60巻第 2号「厚生の指標」2013年 2 月

Ⅲ　結　　　果

　質の高い統合保育を実現し，インクルーシブ

教育を推進させる要因として，語られた内容を
「個の領域」「相互の領域」「地域システムの領
域」の 3領域に分類した（表 1）。

表 1　質の高い統合保育の実現とインクルーシブ教育推進の要因分析
重要カテゴリー 逐語データ概要

個
の
領
域

共感性の獲得
　感情の共有 Ａ君，このまま給食たべなくていいんかな～と投げかけることで，子どもたちが自分で考え

て手伝うようになる。
障害のある子どもがいると周囲が成長できる。

　承認 居場所がある。みんなの温かいまなざしが支えてくれる。
　尊重 一生懸命やっているのが伝わると，負けてもその子のせいにしない。

かえって触発される。あの子が頑張っているから自分も頑張る。

表現力の獲得
　自己主張の重要性 Ａ君（障害児）自身も「あ～とかう～とか」自己主張するべき。

異年齢の縦割り保育や障害児には今まで簡単に伝わったことが伝わらず，トラブルが頻発する。
説明方法を工夫するようになる。

　苦手意識の克服 言えるようになるまでやらされるとできるようになる。

自己効力感の獲得
　豊富な経験 電車に乗って友達（子どもだけで）と遊びに行けたことを誇りに思った。

そんな経験を子どもたちにさせたい。
　問題解決能力の向上 どうあるべきか，一緒に相談しつつ，みんなで力をつけていく。

悩む力が生きる力。判断力，応用力が身に付く。
半分はバギーに乗る。○○ちゃんは手をつなぐ，など子ども同士で悩んで話し合って決めていく。

相
互
の
領
域

仲間同士のかかわり
　互いに承認し尊重 ADHDの子どもが子どもたちに受け止められたら行動が落ち着いた。

見て過ごしていくことの重要性。知ってもらうと対応が変わる。
居場所がある。みんなの温かいまなざしが支えてくれる。

　触発し合い共に成長 障害児同士でたたき合って，その後たたかなくなるなど学習する。
異年齢の縦割り保育や障害児には今まで簡単に伝わったことが伝わらず，トラブルが頻発する。
でも説明方法を工夫するようになる。
一生懸命やっているのが伝わると，負けてもその子のせいにしない。
かえって触発される。あの子が頑張っているから自分も頑張る。

保育士のかかわり
　個性の尊重 積極的に助ける子ども，遠巻きにみているだけの子ども，通りすがりにあいさつ代わり頭を

軽くたたく子ども，さまざまな関わり方がある。
あってOK。型にはめない。職員があなたがあなたのままでいいと思えることが大事。

　自立促進 障害児ができることも手伝ってしまっていることに気づく。
自分でできることは自分でやらせる。

　自己効力感の育み 運動会のリレー歩けない子はどうするか，半分は這って，半分はバギーに乗る。
○○ちゃんは手をつなぐなど子ども同士で悩んで話し合って決めていく。
どうあるべきか，一緒に相談しつつ，みんなで力をつけていく。

　養育者支援 障害児の子をやめさせてくれという声も多かった。障害児の子をやめさせてくださいと言わ
れたら，あなたがやめてください。と対応していた。
入学式に障害児がいるとはっきり言う。 4月に親子で懇談会をする。障害児の親が話すと，
真剣さが伝わって食べるのをやめて話を聞くようになる。
担任を変えてくれ，またはこの担任は 1年でいい。という話は今もある。
先生が頑張って子どもと仲良くなってくると， 1年でと言わなくなる。

　保育士の成長 重度の子がいないと保育の核が持てない，求心力になる。子どもたちの頑張っている姿に感動する。

地
域
シ
ス
テ
ム
の
領
域

地域社会とのかかわり
　統合保育への理解拡大 障害者がいない社会はうその社会。子どもたちに歪んだ社会を教えてはいけない。

最初は偏見があっても，知ってもらうと対応が変わる。
　地域住民との連携 地域に住んでいる人の発言権は大きい。

祭りなど衰退していた地域のバックアップをしている。アルミ缶回収など地域の役に立って
ますとアピールしている。

社会ニーズへの先見性
　夜間保育園体制の充実 21時22時に近所の商店街を通るとそこで遊んでいる子どもに出会う。その子どもたちへ支援

が届いていなかった。
夜間働いていて，地域に入れない，行事に参加できない親の問題が浮上してきている。

　子育て支援対策 障害児だけではなく，夜間一人で過ごさなくてはいけない子ども，親は側にいても育て方が
わからないなど，保育に欠ける子ども達への支援が必要。
子育て支援，子育て相談，親子教室，小型児童館，夏はキャンプ。登山。行き場のない子を
対象に企画運営している。
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（ 1）　個の領域
　個の領域では，保育専門職が子どもの発達に
とって重視している内容を抽出した。
1)　共感性の獲得

　立場の異なる他者の感情を共有し，相手の立
場や努力を承認し尊重することで，自己を啓発
する行動につなげる。
2)　表現力の獲得

　自分がどのように感じているのか，どうして
ほしいのか，察してもらうことを期待して受け
身の姿勢ではなく，しっかり自己主張ができる。
3)　自己効力感の獲得

　多様で豊富な経験を通して，「できる」こと
の喜びを知る。困難な課題に直面した時に悩み，
話し合って解決していくことで，判断力や応用
力を養う。

（ 2）　相互の領域
　相互の領域では，個々の力を最大限に引き出
すような仲間，保育士のかかわりについて抽出
した。
1)　仲間同士のかかわり

　個の力を引き出す仲間同士のかかわりとして，
互いに承認し尊重することで，居場所を獲得し
安心できる。それが，新たな事柄への挑戦につ
ながり，お互いに触発し合い成長できる。
2)　保育士のかかわり

　子どもに対して，個性を尊重し，過保護，過
干渉を避け，子どもを信じ見守ることで自立を
促進する。困難な課題の達成を支援し，自己効
力感を育む。養育者に対して，障害児の養育者
への支援だけでなく，定型発達児の養育者に対
して障害児の養育者への共感を促進し，相互扶
助の関係性の構築を手助けすることで障害理解
が促進する。さらには子どもや養育者，保育士
同士触発し合い，保育士自身の成長につながる。

（ 3）　地域システムの領域　
　地域システムの領域では，インクルーシブ教
育推進につながる社会活動について抽出した。
1)　地域社会とのかかわり

　インクルーシブ教育推進のためには通園して

いる養育者にとどまらず，地域活動に積極的に
参加することで地域を活性化し，地域住民との
連携を強め，理解の拡大に努める。
2)　社会ニーズへの先見性
　夜間保育体制の拡充や育児に困難感を感じて
いる養育者への支援，学童保育など，障害児だ
けでなく，自己の力だけでは困難な状況にある
人に対する支援を先駆的に実施する。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　参加者の性質とデータの信頼性，妥当性
　本研究では，既存のプログラムを評価し，新
しいプログラムやサービスなどの基本的な課題
を明らかにする手法として，広く取り入れられ
ているグループインタビュー法を用いた。
フォーカス・グループインタビュー法は 1対 1
の面接よりプレッシャーが少なく，対象者のな
まの声をそのまま情報に活かすことができ，相
互刺激によるグループダイナッミクスを活用す
ることで，面接や質問紙など個別に得られた情
報より，短時間で多くの情報を整理することが
できる16）17）。
　この手法の信頼性，妥当性を高めるためには，
対象メンバーの選定法，インタビュー項目の設
定法，妥当性のかく乱要因の除去，インタビュ
アーのトレーニング，記録の工夫が必要である
とされている18）。そこで，以下の 4点を厳密に
実施し，データの信頼性を高めるよう配慮した。
①対象者の設定は，統合保育に精通している社
会福祉法人の管理者に依頼し，統合保育の実際
と今後の展開についてお話いただける方を選別
した。②インタビュー項目は，対象者が実際に
実施し，感じていることを表現しやすいような
具体的な内容とし，半構成的に設定することで，
参加者が自由に意見を述べ，討論することが容
易なように配慮した。③グループインタビュー
進行に関しては，経験を積んだインタビュアー
が実施した。インタビュアーはできる限り参加
者の自由な発言を促し，効果的なグループダイ
ナミックスの促進に配慮した。④分析は，逐語
記録と観察記録から重要アイテム，重要カテゴ
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リーの妥当性につき，複数の専門職間で議論を
重ねて抽出した。また，グループインタビュー
に精通した専門家のスーパーバイズを受けた。

（ 2）　質の高い統合保育の推進要因
1)　個の要因

　本研究において，個の要因には，「共感性の
獲得」「表現力の獲得」「自己効力感の獲得」の
3点が重要カテゴリーとして抽出された。社会
性は共感，自己抑制，自己表現の 3側面からと
らえられることが多い19）‒21）。共感とは相手の情
動の状態あるいは条件から生じ，その状態や条
件に伴いこちら側に起きる代理的な感情のあり
方である22）。共感には友情や類似性があり，自
分と似ている人，仲良くなった人，近くにいる
人に，より共感を示す23）。統合保育において健
常児と障害児が共に過ごすことで，似ている点
を見いだし相手を知ることで親近感が出現し，
共感を抱く可能性がある。また，同年代の仲間
同士では簡単に理解が得られる内容でも，障害
の種別によっては困難なこともあり，相手の理
解を得られる表現方法について試行錯誤する機
会が増える。さらに，種々の経験を通じ悩み協
議し合うことで，判断力や応用力など問題解決
能力を向上させる可能性がある。統合保育には，
子どもの社会性が育まれる機会が多いことが示
唆された。
2)　相互の要因

　相互の要因には，「仲間同士のかかわり」「保
育士のかかわり」が重要カテゴリーとして抽出
された。幼児期，児童期においては，仲間がい
ることで交流や遊びの楽しさを味わい，相互に
支えあい情緒的な安定が得られる24）。お互いを
承認し，触発し合い共に成長するためには，周
囲の大人のかかわり方が重要である。人は役割
や責任の付与により，思いやり行動が出やすい
傾向がある。困難な課題を遂行し自己効力感を
得ること，人に親切にする行為をおとなが手本
となり示すことで，思いやりの心が育まれ
る25）26）。本研究より過干渉を避け子どもの力を
信じて見守ること，少し困難な状況を設定し自
分たちの力で問題を解決するよう保育士が導く

ことで子どもの社会性や思いやりの心を育むこ
とが示された。
　一方，母親のストレス軽減は子どもの発達に
良い影響を与え，養育者の育児に対する自信を
高める支援は重要である14）15）。障害児の養育者
への支援的かかわり，定型発達児の養育者への
理解を求めるかかわりが，養育者同士を結び付
け，子育ち子育て環境の改善につながることが
示唆された。
3)　地域システムの要因
　地域システムの要因として，「地域社会との
かかわり」「社会ニーズへの先見性」が重要カ
テゴリーとして抽出された。これまで障害を持
つ人は，障害ゆえに地域社会から隔離された障
害者施設で生活する場合が少なからずみられた。
昨今はより質の高い生活の実現に向けて，施設
から地域への動きが活発化してきている。
　しかし，地域社会が障害児（者）に対して，
理解の乏しいまま生活の拠点を地域に置いたと
しても，それだけで質の高い生活は実現しない。
障害を持った人が地域社会でよりよい生活を送
るためには，乳幼児期から障害児やその家族を
支援できる地域社会の体制が必要である27）。統
合保育にはさまざまな形態がある7）。統合保育
の実践には障害の有無を問わず，すべての子ど
もが地域社会で共に学び，生活すべきである5）。
インクルーシブ教育の理念に基づく保育園の整
備，子育ち子育て支援対策など幅広い社会ニー
ズへの先見的な取り組みの重要性が示唆された。
　さらに地域活動を通じ住民と連携しながら，
取り組みに対する理解を深めることで，地域全
体のエンパワメントにつながり，インクルーシ
ブ教育の推進につながる可能性が示唆された。

（ 3）　本研究の限界と可能性
　本研究は，統合保育を40年間継続している一
社会法人における単一の調査結果である点が限
界といえる。質的研究であることから，統計学
的理論に基づいて評価することは困難である。
量的研究と比較すると対象の偏りの度合いにつ
いて数値的に明らかにすることは難しく，その
点が本研究の限界といえる。今後，他施設にお
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いても同様の調査を行い，比較検討することが
必要である。また質的研究の妥当性と信頼性を
保つためにアンケートの実施や第三者による客
観的な観察調査によるデータの評価など量的研
究を組み合わせた比較を行い，さらに検討して
いく必要がある。

Ⅴ　結　　　論

　質の高い統合保育とは，仲間同士や保育士と
のかかわりを通し，子どもの社会性の育みを促
進する保育である。
　インクルーシブ教育の推進には，社会ニーズ
への先見性，養育者にとどまらず地域住民を巻
き込み地域の活性化に貢献するコミュニティ・
エンパワメントの必要性，が示唆された。
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